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第
144
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球

　

�

新
潟
県
大
会
（
5
／
1
）長
岡
市
悠
久
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場

　

２
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●
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●�

第
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回
全
国
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学
校
野
球
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�

新
潟
大
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１
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見
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●
７
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（
延
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回
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第
145
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球

新
潟
県
大
会�

（
9
／
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岡
市
悠
久
山
球
場
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●
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（
７
回
コ
ー
ル
ド
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陸
上
競
技
部

●�

新
潟
県
高
等
学
校
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会

�

（
５
／
26
～
29
）デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

　

走
幅
跳�

出
場　

３
年　

野
上　

柊
太

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

●�

新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地
区　
　

体
育
大
会
中
越
地
区　
　
　
　
　

�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

1
回
戦

　
　

長
岡
農
業　
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－

66　

加
茂

　

2
回
戦

　
　

長
岡
農
業　
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－

109　

長
岡
大
手
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第
74
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

1
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

75

－

68　

中
条

　

2
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

53

－
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三
条
商
業

〈
女
子
〉

●�

新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地
区　
　

体
育
大
会
中
越
地
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バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

　

1
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

53

－

52　

中
越

　

2
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

25

－

56　

長
岡
商
業

●�

第
74
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

1
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

39

－

58　

柏
崎
常
盤

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〈
女
子
〉

●�

第
74
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会�

（
6
／
4
〜
6
）
長
岡
市
み
し
ま
体
育
館

　

1
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

２

－

１　
柏
崎
翔
洋
中
等

　

2
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

０

－

２　

新
発
田
南

〈
男
子
〉

●
春
季
中
越
地
区
大
会　
　
　
　
　

　
　

�

（
4
／
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〜
5
／
1
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長
岡
市
み
し
ま
体
育
館

　

1
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

０

－

２　

三
条

●�

第
74
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　
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5
／
29
〜
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）　

燕
市
体
育
セ
ン
タ
ー

　

1
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

０

－

２　

新
発
田

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

〈
男
子
〉

●�

春
季
中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

大
会�

（
5
／
2
～
3
）
三
条
市
体
育
文
化
会
館

　

ダ
ブ
ル
ス　

５
ペ
ア
出
場

　

シ
ン
グ
ル
ス　

５
名
出
場

●
県
総
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　
　

　
　
　

�

（
6
／
4
）
長
岡
市
南
部
体
育
館

　

学
校
対
抗
戦　

出
場

●�

新
潟
県
高
校
１
・
２
年
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会�

（
8
／
18
～
19
）
柏
崎
市
総
合
体
育
館

　

ダ
ブ
ル
ス　

２
ペ
ア
出
場

　

シ
ン
グ
ル
ス　

２
名
出
場

〈
女
子
〉

●�

春
季
中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

�

（
5
／
2
・
3
）
三
条
市
体
育
文
化
会
館

　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

３
回
戦
進
出　

ベ
ス
ト
32

�

　

平
沢　

彩
葉

�

梶
山　

栞
里

�

２
回
戦
進
出　

松
岡　

美
優

�

１
回
戦
出
場　

石
橋　

舞
風

�

今
井　

菜
月

　

ダ
ブ
ル
ス

　
　

４
回
戦
進
出　

ベ
ス
ト
16

�

　

平
沢　

彩
葉
・
梶
山　

栞
里

　
　

２
回
戦
進
出

�

　

石
橋　

舞
風
・
今
井　

菜
月

�

松
岡　

美
優
・
穴
澤　

菜
穂

　
　

１
回
戦
出
場

�

　

井
関　

佳
穏
・
五
十
嵐
希
愛

●
県
総
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　
　

�

（
5
／
28
）
新
潟
市
西
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

学
校
対
抗
戦

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

１

－

３　

新
潟
南

�

Ｄ
１
石
橋
舞
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井
菜
月
０
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２
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Ｄ
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里
０
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－

０
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Ｓ
２
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０

－

２

●
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体
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手
選
考
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�

（
7
／
10
・
11
）
長
岡
市
南
部
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス

�

１
回
戦
出
場　

梶
山　

栞
里

�

松
岡　

美
優

�

井
関　

佳
穏

�

下
地　

夏
実

　

ダ
ブ
ル
ス

　
　

１
回
戦
出
場

�

梶
山　

栞
里
・
下
地　

夏
実

�

松
岡　

美
優
・
穴
澤　

菜
穂

●�

新
潟
県
高
校
１
・
２
年
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会�

（
8
／
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・
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）
柏
崎
市
総
合
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス

�

２
回
戦
進
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梶
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栞
里

�

２
回
戦
棄
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下
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回
戦
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出
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梶
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戦
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松
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美
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菜
穂
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球　

部

●
春
季
中
越
地
区
大
会
（
５
／
２
）

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

�

ベ
ス
ト
８　

石
丸　

果
林

�

ベ
ス
ト
16　

神
田　

瑠
奈

空
手
道
部

●
令
和
３
年
度
新
潟
県
高
等
学
校　

　

�

春
季
体
育
大
会
中
越
地
区
空
手
道
大
会

�

（
５
／
２　

長
岡
市
南
部
体
育
館
）

　

女
子
団
体
形�

3
位　

千
野　

未
遥
・

�

上
田
ひ
ま
り　

�

須
佐　

ね
ね　

　

男
子
個
人
形�

5
位　

稲
田　

康
世

�

本
間　
　

元

●�

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
新
潟
県
予
選
会
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手
道

競
技
大
会

�

（
5
／
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～
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）新
潟
市
黒
埼
地
区
総
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体
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館
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子
団
体
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出
場　

千
野　

未
遥
・

�

吉
田　
　

凛　

�

須
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ね　

　

男
子
個
人
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出
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稲
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康
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�

本
間　
　

元
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部

●
第
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回
高
校
生
国
際
美
術
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�

佳
作　

高
田　

裕
美

●
第
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回
四
国
大
学
主
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第
50
回
全
国
高
校
書
道
展

�

推
薦　

吉
岡　

咲
良

�

準
特
選　

星
野　

吏
香

�

峯
村　

悠
輝

�

佐
藤　

美
空

�

高
田　

裕
美

�

棚
村　

心
美

�

川
上　

華
暖

�

安
達　

那
奈

�

小
林
穂
乃
花

●
令
和
３
年
度
高
野
山
競
書
大
会

�

推
薦　

星
野　

吏
香

�

準
特
選　

佐
藤　

美
空

�

金
賞　

峯
村　

悠
輝

�

吉
岡　

咲
良

●
令
和
３
年
度
新
潟
県
競
書
大
会

　
　

毎
日
新
聞
新
潟
支
局
長
賞

�

　

峯
村　

悠
輝

�

特
選　

棚
村　

心
美

�

高
田　

裕
美

�

川
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華
暖

�

準
特
選　

星
野　

吏
香

�

安
達　

那
奈

�

小
林
穂
乃
花

�

吉
岡　

咲
良

�

西
澤　

夢
乃
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第
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回
岐
阜
女
子
大
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主
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�

全
国
書
道
展

�

特
賞　

小
林
穂
乃
花

�

優
秀
賞　

高
田　

裕
美

�

峯
村　

悠
輝

�

棚
村　

心
美

�

秀
作
賞　

安
達　

那
奈

�

星
野　

吏
香

�

吉
岡　

咲
良

音　

楽　

部

●
第
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回
新
潟
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

高
等
学
校
Ｂ
の
部�

銅
賞

サ
ッ
カ
ー
部

●�

令
和
３
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季

地
区
体
育
大
会
中
越
地
区
サ
ッ
カ
ー

競
技
大
会

　

１
回
戦　

敗
退

　
　

長
岡
農
業　

０

－

４　

長
岡
高
専

　

９
位
決
定
戦
１
回
戦　

勝
利

　
　

長
岡
農
業　

２

－

０　

見
附

　
　
　
　
　
　

２
回
戦　

敗
退

　
　

長
岡
農
業　

０

－

11　

長
岡
工
業

　

15
位
決
定
戦　

勝
利

　
　

長
岡
農
業　

６

－

１　

燕
中
等

●�

令
和
３
年
度
新
潟
県
高
等
学
校　

総
合
体
育
大
会
新
潟
県
予
選
会　

　
　

�

サ
ッ
カ
ー
競
技
大
会

　

１
回
戦　

敗
退

　
　

長
岡
農
業　

０

－

３　

加
茂
農
林

山　

岳　

部

●
総
体
一
次
予
選
（
4
／
21
～
23
）

　

会
場　

巻
機
山
（
南
魚
沼
市
）

　

参
加
者　

男
子　

3
名

●
春
季
地
区
大
会
（
5
／
5
～
6
）

　

会
場　

粟
ヶ
岳
（
三
条
市
）

　

参
加
者　

男
子　

11
名　

女
子
6
名

●
県
総
合
体
育
大
会
（
6
／
3
～
5
）

　

会
場　

五
頭
連
峰
（
阿
賀
野
市
）

　

参
加
者　

男
子　

4
名　

女
子
4
名

●
新
入
生
歓
迎
登
山
（
４
／
24
）

　

会
場　

鋸
山
（
長
岡
市
）

　

参
加
者　

男
子
11
名　

女
子
6
名

●
総
体
練
習
登
山
（
5
／
29
）

　

会
場　

萱
峠
（
長
岡
市
）

　

参
加
者　

男
子
11
名　

女
子
6
名

●
7
月
山
行
（
7
／
22
）

　

会
場　

苗
場
山
（
湯
沢
町
）

　

参
加
者　

男
子
11
名　

女
子
6
名

●
8
月
山
行
（
8
／
19
）

　

会
場　

平
標
山
（
湯
沢
町
）

　

参
加
者　

男
子
７
名　

女
子
５
名

●
10
月
山
行
（
10
／
23
）

　

会
場　

浅
草
岳
（
魚
沼
市
）

　

参
加
者　

男
子
５
名　

女
子
6
名

写　

真　

部

●�

第
195
回TopEye

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

�

※
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

�

入
選　

２
年　

伊
部　

瑠
華

●�

第
28
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手

権
大
会
「
写
真
甲
子
園2021

」

　

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
会

�

（
決
勝
）
進
出　

長
岡
農
業
高
等
学
校

�

３
年　

佐
藤　

千
花

�

３
年　

佐
々
木
日
和

�

３
年　

品
田　

美
空

●
写
真
専
門
部　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
25
回
撮
影
大
会（
代
替
コ
ン
テ
ス
ト
）

�

（
6
／
18
）
※
県
大
会

�

入
選　

３
年　

品
田　

美
空

�

１
年　

川
上　

朋
也

●
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

�

（
和
歌
山
大
会
）

　

県
代
表
と
し
て
出
場

�

２
年　

島
宗　

唯
菜

●
校
内
意
見
発
表
会

　

最
優
秀
賞�

２
年　

野
上
あ
か
ね

　
　

販
売
を
通
し
て
、　　
　
　
　
　

　
　
　
　

地
域
の
活
性
化
へ

�

Ⅲ
類
県
大
会
出
場

　

優
秀
賞�

１
年　

秋
田　

遥
和

　
　

命
と
向
き
合
う�

Ⅰ
類
県
大
会
出
場

　

優
秀
賞�

２
年　

上
田
ひ
ま
り

　
　

食
品
ロ
ス
を
通
し
て
の　
　
　
　

　
　

�

農
業
の
現
状
に
つ
い
て

�

Ⅱ
類
県
大
会
出
場

　

優
秀
賞�

３
年　

斎
藤　
　

颯

　
　

実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　

優
秀
賞�

２
年　

小
林　

有
澄

　
　

郷
土
料
理
を　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

継
承
し
て
い
く
た
め
に

●
第
67
回
家
畜
審
査
競
技
会

　

乳
用
牛
の
部

�

最
優
秀
賞　

２
年　

木
村　

瑞
生

�

優
秀
賞　

３
年　

上
村
明
日
香

�

優
秀
賞　

３
年　

北
澤　

奈
緒

�

優
秀
賞　

３
年　

山
田　

由
季

�

優
秀
賞　

２
年　

荒
川
ひ
ま
り

●
第
71
農
業
鑑
定
競
技
県
大
会

　

分
野　

畜
産

�

最
優
秀
賞　

３
年　

髙
田　

優
羽

　

分
野　

農
業

�

　

優
秀
賞　

３
年　

安
藤　
　

舞

�

３
年　

石
坂　

晶
士

�

３
年　

笠
輪　

美
空

�

３
年　

田
中　

秀
樹

�

３
年　

樋
口　

広
大

�

２
年　

秋
山　

琉
斗

�

２
年　

石
坂　
　

陸

�

２
年　

江
口　

晶
子

�

２
年　

齋
藤　

彩
名

�

２
年　

星
野　

楓
登

　

分
野　

園
芸

�

　

優
秀
賞　

３
年　

吉
田　

陽
大
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学
校
と
家
庭
で
の
連
携

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　

髙 

林 

直 

美

　

日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

通
年
四
年
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
改
め
て
振
り

返
る
と
、
昨
年
度
は
学
校
行
事
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

も
中
止
や
規
模
縮
小
な
ど
、「
出
来
て
当
た
り
前

の
事
」
が
難
し
い
現
状
と
な
る
中
で
、
生
徒
・
先

生
方
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
で
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
を
大
変
有
難
く
思
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
も

昨
年
度
の
経
験
を
踏
ま
え
て
の
活
動
で
す
が
、
一

歩
づ
つ
前
に
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
元
の
生
活
に
戻
る
に
は
ま
だ
先

は
長
い
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
、
無
事
に
乗
り
越
え
て
行
け
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

八
月
下
旬
、
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
い
じ

め
対
策
総
点
検
に
係
る
学
校
訪
問
指
導
」
が
お

こ
な
わ
れ
、
保
護
者
代
表
と
し
て
参
加
す
る
機

会
が
あ
り
、
校
長
・
教
頭
・
生
徒
指
導
及
び
学

年
主
任
の
先
生
方
に
よ
る
「
事
案
発
生
を
想
定

し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
の

情
報
伝
達
・
生
徒
へ
の
心
の
ケ
ア
や
保
護
者
へ
の

対
応
な
ど
、
迅
速
に
校
内
組
織
と
し
て
対
応
で

き
る
準
備
を
整
え
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
い
じ
め
は
本
来
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
が
、
多
く
の
時
間
を
学
校
内
で
過
ご
す

中
、
人
間
関
係
の
複
雑
さ
か
ら
必
ず
し
も
ゼ
ロ
で

あ
る
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
親
と

し
て
学
校
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
垣
間
見
る
機

会
も
少
な
い
た
め
、
家
庭
で
の
気
づ
き
が
遅
れ
て

し
ま
う
可
能
性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
も
い
じ
め
を
苦
に
命
を
落
と
し
た
事
件

を
目
の
当
た
り
に
す
る
度
、
親
の
立
場
と
し
て
胸

が
痛
み
ま
す
。
火
災
や
地
震
な
ど
「
万
が
一
」
に

備
え
た
避
難
訓
練
と
同
様
、
本
来
は
起
こ
る
べ

き
で
な
い
事
案
で
す
が
、
学
校
側
だ
け
で
な
く
家

庭
内
に
お
い
て
も
子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
様
子
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と
で
、
学

校
と
協
働
し
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
フ
ー
ド

校 

長　
　
　
　
　

早 

川 

勝 

志

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
、
常
日
頃

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
へ
の
多
大
な
る
御
支
援
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
九
月
に
は
県

立
高
校
十
五
校
で
罹
患
者
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
本
校

は
昨
年
の
教
訓
を
活
か
し
て
感
染
ゼ
ロ
を
維
持
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
日
々
の
御
注
意
の
賜
物
で
す
。

　

十
一
月
の
長
農
祭
及
び
十
二
月
の
二
年
生
沖
縄
修
学
旅

行
に
つ
い
て
も
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
状
況

次
第
で
の
変
更
を
御
了
解
願
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
様
に
お
願
い
が
一
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
本
校

の
教
育
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
伝
統
と
文
化
の
尊
重
」
に

更
に
格
別
の
御
助
力
を
賜
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
校
に
は
農
と
食
に
関
心
あ
る
生
徒
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
朝
食
を
食
べ
ず
、
米
や
野
菜
は
育
て
て

い
て
も
毎
日
パ
ン
食
、
野
菜
は
嫌
い
で
す
と
い
う
生
徒
が

い
ま
す
。
ま
た
、
課
題
研
究
で
郷
土
食
を
調
べ
、
調
理
実

習
で
郷
土
料
理
を
作
り
ま
す
が
、
世
代
間
の
嗜
好
や
食

文
化
・
知
識
の
断
絶
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
生
徒
は
、
糸
瓜
な
ど
伝
統
野
菜
の
数
々
や
調

理
実
習
の
鯨
汁
も
初
体
験
。
鯉
な
ど
食
べ
物
対
象
外
で
す
。

　

御
存
知
で
す
か
、
現
在
新
潟
県
は
カ
ッ
プ
麺
消
費
量

が
日
本
一
、
一
方
全
国
最
上
位
層
だ
っ
た
一
人
あ
た
り
の

米
消
費
量
は
、
今
や
ギ
リ
ギ
リ
中
位
で
あ
る
こ
と
を
。

　

美
食
の
国
日
本
で
は
世
界
中
の
美
味
し
い
食
材
が
手

に
入
り
ま
す
。
各
御
家
庭
の
事
情
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で

も
、
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
心

配
で
す
が
、
食
を
通
じ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
人
の
繋

が
り
が
薄
れ
て
し
ま
う
。
食
卓
を
囲
み
「
同
じ
釜
の
飯

を
食
っ
た
」仲
間
、家
族
の
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
「
家
」
の
漢
字
は
元
来
、
家
の
中
に
豚
?!
が
い
る
こ
と

を
指
す
言
葉
。
豚
は
と
も
か
く
、
食
べ
物
が
あ
り
、
食

事
で
き
る
場
所
こ
そ
家
と
い
う
意
味
。
家
族
は
、
多
く
の

文
明
で
、
共
に
食
事
す
る
間
柄
を
指
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
中
越
の
風
土
と
歴
史
に
育
ま
れ
た
食
材
と
食
文
化
は
、

地
域
に
暮
ら
す
人
々
を
結
び
つ
け
る
大
切
な
宝
物
で
す
。

　

農
と
食
に
係
わ
る
人
材
育
成
を
使
命
と
す
る
本
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
。
ど
う
か
御
家
庭
で
も
地
域
の
食

文
化
継
承
に
御
配
慮
賜
り
、
本
校
の
教
育
目
標
へ
の
取

組
に
、
食
卓
か
ら
も
御
支
援
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
長
岡
農
業
高
校
は
、
大
地
に
足
を
つ
け
、

地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
教
育
に
取
り
組
み
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
御
理
解
と
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦編集後記
　「大河信濃 110 号」は生徒の学校生活をみなさんにお届けで
きるように編集しました。コロナ禍で色んな事が制限される中、
開催できた体育祭や普段の実習風景など頑張っている生徒を
知っていただけたら嬉しいです。
　「大河信濃」の発行に協力して頂いた皆様に感謝申し上げます。
� （広報委員長　新保　尚美）

◦広報委員〈敬称略〉
　新保　尚美／佐藤　朋美／相澤久美子
　喜多村美幸／笠原　直美／佐藤　和代
　長戸　佐知／関谷　浩行／野上　洋子
　遠藤　純子／川上　貴子／内山真由美
　髙林　直美／高橋しげり

◦写真提供者
　写真かたぎり 様
　写真部
　各コース

農

業

ク

ラ

ブ

各
種
大
会
入
賞
者

部
活
動
・
各
種

大
会
結
果
報
告

体育祭実行委員長　斉藤　　颯
　　私は、今年度、体育祭実行委員長を務め
ました。体育祭の運営は決して簡単ではあり
ませんでした。各委員会や部活動をはじめと
した生徒の皆さんの協力があってこそ、体育
祭を行うことができたと思います。また、み
んなで盛り上げてくれたおかげで、最高の体
育祭として終えることができました。本当にあ
りがとうございました。

最高でした！
青軍団長　伊藤梨里優

　私にとって、最後の体育祭は最高でした。
総合優勝が取れなくて悔しいけれど、1人
1人がかっこいい姿で頑張ってくれたので、
競技優勝をとることができました。青軍の
皆のおかげで練習から楽しくて、人生初の
団長が青軍で良かったです。皆さん、本当
にありがとうございました。最高でした！

最後の体育祭
赤軍団長　風間　深友

　改めて、体育祭、お疲れ様でした。「今年
一番の思いでは？」と聞かれたら、即答で
体育祭と答えることができる自信があります。
全員が本気で取り組んでいて、とても輝い
ていました。恐らく人生で最後の
体育祭に、団長を務めることがで
きたことに感謝します。ありがと
うございました。最高に楽しかっ
たです！謝謝!!

高校生最後の体育祭
黄軍団長　金井　万里

　私は高校生最後の体育祭で団長を務め
ました。最初は、うまくまとめられるか不
安でしたが、周りの人たちや先生方から多
大なる協力を得て、無事団長としての仕事
を果たすことができました。人生において、

貴重な経験をさせていただきま
した。協力してくださった方々、
本当にありがとうございました。

体育祭を終えて　
緑軍団長　小熊　楓花

　今年の体育祭は、コロナ禍での開催だっ
たため、マスクの着用やあまり声を出すこ
とができない等の規制がある中での体育祭
でした。コロナ禍以前とは違う形での開催
でしたが、高校生活最後の体育祭を楽しむ
ことができました。上手くいかないときも

ありましたが、最後の良い思い
出となりました。緑軍のみんな、
ありがとう！

体 6.10育祭

▼

長岡農業高校HP

　今年も中学生１日体験入学に多くの中学生
が参加してくれました。各コースで分かれて、２・
３年生が丁寧かつ優しく指導していました。中学生１日体験入学中学生１日体験入学 ７月３０日
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各コースの取り組み各コースの取り組み

　生活デザインコースの３年生課題研究では、野菜栽培
から利用方法・オリジナルレシピの作成や栽培した草花
を利用したクラフト作りなどを行っています。２年各種
野菜やハーブ・精油の利用、ドライフラワーやコケ玉作
成などに取り組みました。また、 家庭科食物調理技術検
定の取得にも挑戦しました。

　春期は、コロナ渦で
校外でのイベントが中
止となり、販売が出来
ないため校内で販売会
を実施しました。
　味噌やジャムの製造
は例年通り行い、長農
祭や市内で開催される
イベントでの販売に
向けて製造を行いま
した。10月９日には、
今年度初となるなじら
～て東店において製品
販売を行いました。

　３年生の課題研究では、「マガモ米のブランディング」
「酒かすを使用した米栽培」「米麹に適した米栽培」「米
醤油のための米栽培」のテー
マで多くの皆様の力をお借
りしながら挑戦しています。
そして、今年も無事収穫作
業を終了し、新米ができあ
がりました。全量１等でした。
みなさん食べてください。

　野菜専攻は、夏野菜の出来が
非常に良く、夏休み前から収穫
と販売で大忙しです。９月から
は長農祭に向け、結球野菜や根
菜類の栽培も始めています。
　果樹専攻は、年々増える獣害
被害に対抗するため、研究対策
を行っています。長農祭に向け、
カキ、キウイフルーツ、ギンナ
ンの収穫調整も順調です。

PTA前期研修
アグリコア越後ワイナリー（見学・昼食）／
北里大学保健衛生専門学院／魚沼の里

全国高等学校PTA連合大会
第70回

第２分科会
“「正しく怖がる」で創るネットとのご縁”
� を視聴して
� PTA副会長　高橋しげり
　現代社会において、ネットが生活に浸透し、使い方
を間違えると、情報漏えい等につながるリスクを秘め
ている。誰でも自由に投稿し、時にはSOS拡散で大勢
の命を救出した話もある中、勤務先でふざけた動画で
炎上するケースも多い。日常生活でやらない事はネット
でもやらないと改めて考えさせられました。

１年Ｐ　高橋貴美子
　入学してから４ヶ月が経ち、初めての三
者面談で進学するか、就職するか、まだ決
まっていない子どもの参考になれば良い
なぁと思って参加した研修会でした。
　ワイナリーではぶどう栽培の苦労する点
を聞いたり、専門学校では各科の授業内容
の説明を聞きました。先生方や上学年の保
護者にも話を聞く事ができ、楽しく交流で
きました。
　来年の研修会も参加して親も知識を広げ
たいと思いました。

２年Ｐ　西澤　妙子
　食事は、フルコースでとても美味し
かったです。景色も素晴らしく思った
より暑さも軽減されていました。ブド
ウ畑も勉強になりました。
　北里の見学については、設備がしっ
かりしていて美しかったです。コロナ
禍で医療の大変さや必要性を強く感じ
たので、学校の学生たちが将来医療の
最前線で戦うと思うと心から応援した
いと思いました。勉強になりました。

３年Ｐ　髙橋　智子
　初めての参加ということもあり不安
もありましたが、先生方はじめ他の保
護者の方との交流も楽しく過ごす事が
できました。
　北里の学校の方もとてもわかりやす
く（入試）説明して頂き、１年生の保
護者さんなどは参考になったと思いま
した。自分も１年生の頃は何も参加し
ていなかったので、ぜひ１年生の保護
者さんは農高のPTA活動は楽しいの
で参加をおすすめします。

企業見学� １年３組　髙橋ひまり
　私は長岡三古老人福祉会とヤヨイサンフーズの２社の企
業見学を通して、仕事内容だけでなく、企業の強みや適性、
卒業生の実際に行っている日々の仕事について教えていた
だきました。どちらの企業もジャンルが違いますが、責任
力やコミュニケーション力、周囲を見て行動することが大
切だと感じました。

卒業生講話を聞いて� ２年４組　福王寺晋平
　自分と同じ道に立った方々のお話を聞くことができ、意
義のある時間を過ごすことができたと思います。様々な質
問に対しての答えを予想しながら聞いていましたが、想像
と違う角度からの答えに頷かされるときもありました。主
観を大切にしながら、そこに固執することのない距離感を
保ちたいです。

上級学校見学� １年２組　澤田　晴音
　今回、新潟医療福祉大学を見学に行って感じたことは、
学生に寄り添った大学で、きれいなキャンパスと学びやす
い環境だということです。大学は１つの目標に向かって頑
張るところだと学びました。私は高校を卒業したら看護大
学に進学したいと考えています。自分が３年後、大学に通
うイメージができて参考になりました。

田植えから稲刈りまでを体験して
� １年１組　大越　夏鈴
　私は、小学校５年生の時にお米を育て
たことがあります。本格的に行うのは初
めてでした。私が一番印象に残っている
ことは稲刈りです。自分達が育てた稲が
しっかり育って実り、達成感を大変感じ
ました。今まで学んだことを忘れずに、
来年もがんばりたいです。

行先

8
7
土

進路活動
先輩からの
お話

２年生

校外学習
上級学校・企業

見学

１年生

田植え・稲刈り

生活デザインコース

食品加工コース

作物生産コース

青果生産コース

各コースの取り組み各コースの取り組み農

コロナ禍のため、今年度も北信越地区高等学校PTA連合会研
究大会（富山大会）は中止され、近県のPTA活動に直接ふれる
機会が失われましたが、全国高等学校PTA連合会大会（島根大
会）の配信を視聴する機会を得ることができました。

本校にて、BSN放送の番組「 #にい
がた農業のミライ！ 長岡農業高校に
行ったら、みんなキラキラしてた件」
で、農業体験の様子が放映されました。

（6月26日㈯）

１年
１組

１年
３組

１年
２組


